


はじめに

　ボクは高校入学したての頃、中学のときのようにうま
くテストで点が取れずに悩んでいた。中学校の頃は義務
教育だから割と簡単だったので、その成績で進学校に進
んだが、そこで大きな挫折を味わった。進学校だから勉
強に比較的強い生徒が多く、高等学校の勉強がレベルが
高かったため1年生の間は平均点に届くのがやっととい
うレベルの高校生だった。あまりの出来の悪さに補習を
食らったこともあった。おかげで中学まで優等生を演じ
てきたボクのプライドはガラスが割れるような音をたて
て砕け散った。勉強ができなくても、部活を頑張ればい
い、そういうスタイルの人もいるだろうが、ボクはB型肝
炎を患っており、高校に入ってから悪化し始めたのでス
ポーツはドクターストップがかかった。勉強もできな
い、部活もできない、まさに灰色の高校生活である。こ
うなると自分のアイデンティティーが崩壊してしまうの
で、模試の偏差値だけは負けないようにしようと心に誓
ったのである。そして赤点ギリギリだったボクは学力よ
り、学習の仕方に問題があると考えた。同じ学校に通っ
ている高校生同士で、脳のスペックに大きな差はないは
ずだ。同じような入試を突破してきたのだから。もっと
いえば、上位校に通っている高校生に関しても、本当に
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脳のスペックに開きがあるのか？そんな疑問が生じたの
である。勉強法など思いつかないボクはまず勉強をスポ
ーツに置き換えてみた。僕の好きな野球で言えば、みん
な練習の中でランニングやキャッチボールをする。ここ
でボクは「何故だ？」と思った。野球部のレギュラーを
とっている選手がランニングやキャッチボールの練習を
今さらやる必要があるのか。メジャーで活躍しているイ
チローでもそうだ。彼はキャッチボールが苦手だから練
習をしているのか？いや、そんなことはないはずだ。こ
こに着目したとき、答えは見つかった。「勉強もスポー
ツも基礎練習が大切だ」そこでボクはいわゆる奇問難問
を全て捨て、基礎問題の習熟に徹底的に取り組んだ。こ
れがきっかけでぐんぐん偏差値は上がり、ついに高校3年
最後の模試で学年1位を獲得した。本書ではこの、びっ
くりするくらい偏差値が上がる勉強法を皆さんに紹介し
たい。
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＜概論①＞
　勉強に入る前の基礎知識

　高校生の多くは、毎日授業を受け、課題を出され、レ
ポートの提出や小テスト、中間試験、期末試験、部活動
と何かと忙しく大変である。そこで、忙しい中でも効率
よく学力をつけるために少々予備的知識を紹介したい。

(1) 脳の特性の理解は必須
　勉強をする以上、脳の特性を知っておくことは大切
だ。なぜなら、脳の使い方次第で偏差値のアップ幅が制
限されてしまうからだ。スポーツでもそうだが、何も考
えずにハードな練習をこなしても、いつか怪我をするの
が落ちだ。たとえばうさぎ跳びを１日１万回やったとし
ても、サッカーのパスワークがうまくなる訳ではない。
ストイックで意味のないトレーニングは逆に問題であ
る。勉強も一緒で、ただ何も考えずに闇雲に勉強しても
偏差値は上がらない。効果的に偏差値に反映させるため
には脳の特性を知ることは大変重要なことなのである。
偏差値７０以上の学生は自然と脳をうまく使った勉強法
を心得ている。実際、東京大学へ進学する学生の１日当
たりの勉強時間は４～５時間程度である。これを多いと
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